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腐食ガス試験片
腐食リスクを見える化します

曝露前 曝露後

▶
30日
曝露
30日
曝露

銅→

銀→

変色→

変色→

ISA規格に準拠
銅と銀の試験片で曝露試験を行い、現場の腐食リスクを判定します。      
判定基準はISA S71.04-2013に準拠しております。

データセンター　地熱発電所　　製紙工場
食品加工工場　　石油化学工場　製鉄所

設置場所例設置場所例

設置例
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環境中に潜在的に存在する腐食を【腐食性ガス試験片】により測定し、環境を評価します。測定方法及び評価方法は国際自動制御
学会（ISA：International Society of Automation）の71.04-2013の規格に則った方法です。
腐食は腐食性ガス、温度、湿度、粉塵が全て干渉することで起こるため、ガス濃度を測定するだけでは、腐食量、腐食速度を予測
することはできません。腐食性ガス試験片は実際の設備環境下に設置し曝露するため、設備機器が受けている影響を実際に
測定することになります。ISA-71.04-2013による環境評価はJEITA IT-1004の腐食サンプル法として紹介されている
試験法です。

腐食リスクを4段階にレベル分け

環境腐食性レポート

ISAでの評価
銅 銀

G1

G2

G3

GX

ISA環境分類

0～299
0～199
Ｇ１
<3
<10
<1
<50
<1
<500
<2

300～999
200～999
Ｇ２
<10
<100
<2
<125
<2

<10000
<25

1000～1999
1000～1999

Ｇ３
<50
<300
<10
<1250
<10
<25000
<100

2000以上
2000以上
ＧＸ
≧50
≧300
≧10
≧1250
≧10
≧25000
≧100

銅クーポンの膜厚（Å）
銀クーポンの膜厚（Å）
ガス濃度（容積ppb）

H₂S
SO₂、SO₃
Cl₂
Noｘ
ＨＦ
ＮＨ₃
Ｏ₃

ISA環境分類、相対湿度＜50％　30日間

ISAクラス
G1

ISAクラス
G2

ISAクラス
G3

ISAクラス
GX

上表はISA-71.04-2013に示されている分類チャートです。腐食性ガス試験片の分析結果より銅及び銀の総腐食
量を基に4段階のクラスに分けられます。例えば設備環境がISAクラスG3であった場合、硫化水素ガス（H2S）
が単一で存在する際10～50ppbの濃度になる可能性があると予想出来ます（湿度50％RH以下であるとき）。
複数のガスが存在する環境では、それぞれのガスが干渉することで腐食が増える場合、腐食が減る場合、単に合計
になる場合があり全てのガス濃度を具体的に示すことは難しく、単一ガスの濃度レベルは目安として用います。

対象空間に腐食性ガス試験片を設置

30日間曝露

試験片の回収

試験片の分析（カソード還元法）

レポートの提出（設置から約6週間）

測定方法

特長 ・  ISA S71.04-2013の定義に準じての評価及び、測定方法
・  30日間曝露するだけの環境評価

G1：軽度

G2：中度

G3：重度

GX：過度

腐食が装置の信頼性を決定付ける要因とは
ならない十分に管理された環境

腐食の影響が無視出来なく、また装置の信
頼性の決定要因になる可能性がある環境

腐食の発生確率が高い環境、このレベルは
即座に高度な環境評価を行い、環境制御又
は特別に設計されたパッケージ装置を設置
する必要がある

この環境では電子・電気機器の長期使用は
出来ない環境

対象空間に腐食性ガス試験片を設置

30日間曝露

試験片の回収

試験片の分析（カソード還元法）

レポートの提出（設置から約6週間）

環境調査

2023年01月12日

会 社 名： 殿 整 理 番 号： -

パネル番号： P159067

住 所： 測定開始日： 2022年10月25日

測定場所： 測定終了日： 2022年12月23日

参照番号： 測 定 期 間： 59

パネル番号 P159067

1786 Å/30 days

（詳細は次項に記載）

International / Purafil Europe BV / Aziesingel 30 / NL-3404 EL I Jsselstein / The Netherlands

Ph. 31 30 267 67 30 / Fax 31 30 267 60 80

Email：purafil@purafil.com / Internet: http://www.purafil.com

株式会社 ジェイエムエス

〒140-0011 東京都品川区東大井2-5-14

TEL：03-6712-0617　FAX：03-6712-0667

e-mail to：kazusa@jmsystem.co.jp

Purafil, Inc. / 2654 Weaver Way, Doraville GA 30340 USA / (770) 263-6922

GX

SEVERE

銅腐食増分値（Cu）

5184 Å/30 days

銀腐食増分値（Ag）

CCC#P159067の概要

腐食性ガス試験片#　P159067　のカソード電解法分析の結果
電解分析法により、測定環境において極めて高濃度の腐食性ガスと、湿度の高変動が検
知されました。硫化水素ガス濃度は50ppb以上、二酸化硫黄ガス濃度は300ppb以上と予測
されます。低濃度の無機塩化物でも湿りによって、設備機器の腐食が促進されます。腐食
性ガスの影響により、現環境下では、電子・電気機器の継続的使用が危ぶまれます。

Purafil 環 境 腐 食 性 レ ポ ー ト

メタウォーター株式会社

-

監視操作盤KP

-

ISAクラス（71.04－2013）

30日間 1年間 5年間

銅腐食生成膜

Cu2S 4586 Å 30411 Å 88923 Å

Cu2O 598 Å 3967 Å 11600 Å

Unknowns 0 Å 0 Å 0 Å

Totals 5184 Å 34378 Å 100523 Å

銀腐食生成膜

AgCl 74 Å 898 Å 4491 Å

Ag2S 1712 Å 20845 Å 104227 Å

Unknowns 0 Å 0 Å 0 Å

Totals 1786 Å 21743 Å 108718 Å

金試験片詳細：-

Note：1000Å = 0.1 μm

GX：SEVERE

G3：HARSH

G2: MODERATE 

G1: MILD

Silver Copper

1786 Å 5184 Å

腐食の影響は無視できないほどで、設備機器の信
頼性を損なう要因になりえます。5年以内に影響が
出るかも知れません。
(300Å ≦ Cu ＜ 1000Å, 200Å ≦ Ag ＜ 1000Å)

腐食による劣化が装置の信頼性を決定つける要因
にならない十分に管理された環境です。
(Cu ＜300Å, Ag ＜200Å )

ANSI / ISA 71.04-2013では、全体の環境重大度を判断するために銅と銀両方の腐食度を使用す
る必要があります。 以前にG1として分類された場所は、G2以上に分類される可能性があります。
電子機器メーカーの保証決定要件を確認し、判断に従って下さい。

予想

設備機器への信頼性について

(ISA Standard S71.04-2013 for Copper and Silver)

ISA クラス

この環境では電子･電気機器の長期使用は期待
できません。
（Cu≧2000Å, Ag≧2000Å）

腐食の発生確率が高い環境。5年以内に設備機器
の信頼性が損なわれると予想されます。
(1000Å ≦ Cu ＜ 2000Å, 1000Å ≦ Ag ＜ 2000
Å )

Purafil CCC# P159067 分析結果

腐食生成膜の構成
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